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(1） 昭和56年5 月1 日 ほ う じ ょ う 第123 号 ●つ 報
 

広
 

5 月のこよみ 

1日 メーデ1 5日 児童福祉週間 

2 日 八十八夜 5日 立夏 

3日 憲法記念日 10日 愛鳥週間 

5日 こどもの日 10日 母の日 

町 の 人 口 

（昭和56年3月31日現在） 

前月比較 

男 3,954 (+15 ) 

女 4,200 ( 0 ) 

計 8,154 (+15 ) 

世帯数 2,620 (+ 8) 

婦
人
会
運
動
会
は
町
民
体
育
館
で
 

走
る
距
離
が
短
く
な
っ
た
ノ
と
大
喜
び
 

方
城
町
婦
人
会
運
動
会
が
、
四
月
十
 

九
日
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
、
町
民
体
 

育
館
で
二
七
支
部
が
参
加
し
て
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
会
は
、
婦
人
の
親
ぼ
く
、
 

お
よ
び
体
育
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
 

目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
 

年
は
第
二
五
回
め
で
す
。
 

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
、
 

急
き
ょ
会
場
を
町
民
グ
ラ
ン
ド
か
ら
町
 

民
体
育
館
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
運
動
 

競
技
に
は
全
然
支
障
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
 

ム
は
進
行
 

午
前
中
の
競
技
の
し
め
く
く
り
の
仮
 

装
大
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
が
趣
 

向
を
こ
ら
し
た
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か
 

り
で
、
会
場
は
、
た
め
息
、
拍
手
、
爆
 

笑
の
連
続
で
し
た
。
 

運
動
会
最
後
の
競
技
、
い
よ
い
よ
紅
 

白
リ
レ
ー
で
す
、
バ
ト
ン
を
受
け
て
走
 

る
リ
レ
ー
の
走
者
の
背
中
に
、
乱
れ
と
 

ぶ
声
援
が
体
育
館
の
中
で
大
き
く
こ
だ
 

ま
し
て
、
思
わ
ず
耳
を
お
お
い
た
く
な
 

る
よ
う
に
反
響
す
る
。
走
者
と
観
衆
が
 

全
く
一
緒
に
と
け
あ
い
、
 

本
日
の
運
動
会
は
ク
ラ
イ
 

マ
ッ
ク
ス
に
達
し
た
。
こ
 

れ
も
室
内
体
育
館
な
ら
で
 

の
も
の
だ
。
室
外
運
動
場
 

で
は
味
わ
え
な
か
っ
た
も
 

の
が
味
わ
え
た
よ
う
な
気
 

が
す
る
。
 



し 
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第
＋
一
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

初
優
勝
お
め
で
と
う
 
久
六
常
会
チ
ー
ム
 

前
村
常
会
の
三
連
ぱ
を
阻
む
 

第
十
一
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

が
、
四
月
二
〇
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
出
場
し
た
三
O

チ
ー
ム
の
頂
点
 

に
た
ち
、
優
勝
旗
を
手
中
に
し
た
の
は
 

久
六
常
会
で
し
た
。
 

あ
い
に
く
の
雨
で
、
一
週
間
順
延
し
 

て
の
こ
の
日
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
 

し
た
が
、
三
会
場
（
町
民
グ
ラ
ン
ド
、
 

伊
方
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
九
州
日
立
マ
 

ク
セ
ル
グ
ラ
ン
ド
）
、
四
パ
ー
ト
で
熱
戦
 

や
珍
プ
レ
ー
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
試
 

合
は
次
々
と
消
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
 

完成した亀崎橋（幅員5m、橋長l1.6 皿） 

（春田地区～迫地区を結ぶ） 

成 績 結 果 

優 勝 久六常会チーム 

準優勝 前村常会チーム 

三 位 犬星常会チーム 

浄万寺 ノノ 

最
後
の
優
勝
戦
ま
で
勝
ち
残
っ
た
の
 

は
、
こ
の
大
会
で
初
の
三
連
ぱ
を
ね
ら
 

う
前
村
常
会
と
初
優
勝
を
ね
ら
う
久
六
 

常
会
で
す
。
 

五
試
合
め
の
疲
れ
も
み
せ
ず
、
長
身
 

か
ら
ポ
ン
ポ
ン
と
剛
速
球
を
投
げ
る
、
 

久
六
常
会
の
ェ
ー
ス
、
中
村
良
一
投
手
 

を
前
村
常
会
が
い
か
に
打
ち
く
ず
す
か
 

が
。
勝
負
の
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
に
み
え
 

ま
し
た
。
試
合
は
優
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
 

い
熱
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
勝
利
の
女
 

神
は
、
久
六
常
会
の
頭
上
に
輝
き
ま
し
 

た。 

◇
 

◇
 

◇
 

こ
の
試
合
を
振
り
返
っ
て
み
て
感
じ
 

た
こ
と
は
、
優
勝
戦
ま
で
勝
ち
残
っ
た
 

場
合
、
中
、
高
年
で
五
試
合
を
一
日
で
 

消
化
す
る
こ
と
は
、
ち
よ
っ
と
過
酷
の
 

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
 
（
交
代
用
員
 

も
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
）
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方
城
町
財
政
再
建
に
つ
い
て
 

高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
り
、
方
城
 

町
も
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
 

め
、
各
種
事
業
を
永
年
に
わ
た
り
実
施
 

し
て
き
ま
し
た
が
、
諸
物
価
の
高
騰
に
 

よ
る
諸
経
費
の
増
大
等
に
よ
り
、
財
源
 

不
足
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
ま
 

ま
推
移
す
れ
ば
当
然
、
赤
字
再
建
団
体
 

の
指
定
を
国
に
申
請
せ
ね
ば
な
ら
な
い
 

状
況
で
あ
り
、
こ
れ
が
対
策
と
し
て
速
 

や
か
に
町
財
政
の
正
常
化
を
図
り
、
町
 

発
展
の
財
政
基
盤
を
確
立
し
て
、
地
方
 

自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
の
 

福
祉
向
上
、
生
活
安
定
を
図
る
べ
き
で
 

あ
る
と
い
う
基
本
に
立
ち
、
方
城
町
財
 

政
再
建
委
員
会
 
構
成
人
員
（
委
員
長
 

木
戸
新
他
 12 

名
）
が
、
町
長
の
諮
問
機
 

関
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
 55 

年
 11
 

月
 18 

日
か
ら
約
3

ケ
月
あ
ま
り
財
政
再
建
に
 

つ
い
て
、
各
種
資
料
の
分
析
、
討
議
を
 

経
て
、
自
主
再
建
に
よ
る
（
期
間
 

56 

年
度
よ
り
 62
 

年
度
ま
で
7

ケ
年
間
）
財
 

政
再
建
計
画
書
を
、
昭
和
 56 

年
3

月
3
 

日
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。
 

こ
の
答
申
に
従
い
、
町
と
し
ま
し
て
 

は
早
急
に
再
建
計
画
を
樹
立
し
、
財
政
 

健
全
化
の
た
め
努
力
致
す
覚
悟
で
あ
り
 

ま
す
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
福
祉
行
政
 

に
影
響
が
出
て
来
る
か
と
思
い
ま
す
が
 

現
状
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
絶
 

大
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

A俣
物
取
扱
者
試
験
準
備
 

講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て
 

L
 

講
習
日
時
 

昭
和
 56
 

年
5

月
 31
 

日
（
日
）
 

9
時
ー
 17
 

時
ま
で
 

2
 
講
習
場
所
 

田
川
市
中
央
公
民
館
 

a
 
受
講
申
込
 

昭
和
 56 

年
5
月
1

日
ー
 19 

日
ま
で
 

申
込
書
は
田
川
地
区
消
防
本
部
又
各
 

分
署
に
備
え
て
い
ま
す
。
 

4
 

受
講
料
 

&
0
0
0

円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
）
 

5
 
携
行
品
 

昼
食
、
筆
記
用
具
、
テ
キ
ス
ト
 

'‘・‘IL'"lI”・“"”・”’'"'"'，“●‘''"' 

一
 

16 

中
 

古
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萩
 

ケ
 

14 

大
 
黒
，
団
 

13 

前
 

12 

東

長

浦

団

 

9 10 11 
中 古 西 

1 2 3 4 5 6 7 8 

浄 草 東 職春 鶴 丸 見 

古
 

門
 
団
 

原 地 門 地 村地 原 門 

ケ
 

古 員 

門 区 田 丘 山 六 

場
（
欠
）
 

万
 

寺
 

五
月
一
日
よ
り
印
紙
税
の
 

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
 

「
印
紙
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
 

律
」
が
施
行
さ
れ
、
昭
和
五
六
年
五
月
 

一
日
よ
り
作
成
さ
れ
る
文
書
か
ら
適
用
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

主
な
改
正
点
は
次
の
通
り
で
す
が
、
 

詳
し
い
こ
と
や
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
 

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
田
川
税
務
署
（
 

四
ー
O

四
三
〇
）
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
 

下
さ
い
。
 ◇

 

◇
 

二
今
ま
で
最
低
一
〇
〇
円
で
あ
っ
た
印
 

紙
税
額
が
二
〇
〇
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

ニ
、
税
率
は
お
お
む
ね
旧
税
率
の
二
倍
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

三
、
不
動
産
の
譲
渡
に
関
す
る
契
約
書
 

消
費
貸
借
に
関
す
る
契
約
書
・
請
負
 

に
関
す
る
契
約
書
・
約
東
手
形
・
株
 

券
・
売
上
代
金
に
係
る
金
銭
又
は
有
 

価
証
券
の
受
取
書
等
そ
の
金
額
に
よ
 

り
段
階
的
に
税
率
が
変
わ
る
課
税
文
 

書
に
つ
い
て
は
、
課
税
標
準
の
最
高
 

額
が
変
わ
り
ま
し
た
。
 

四
、
印
紙
を
貼
っ
て
い
な
い
た
め
、
ま
た
 

は
消
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
徴
収
さ
 

れ
る
過
怠
税
の
最
低
額
が
五
〇
O

円
 

か
ら
一
、
〇
〇
O

円
に
引
き
上
げ
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

囲
免
税
点
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
あ
 

り
ま
せ
ん
。
 

納
税
証
明
書
の
手
数
料
が
 

三
〇
〇
円
に
な
り
ま
し
た
 

「 

国
税
通
則
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
四
 

り
ま
し
た
。
 

月
一
日
交
付
の
分
か
ら
、
納
税
証
明
書
 

一 

（
所
得
証
明
、
税
領
証
明
）
の
手
数
料
 

「 
が
証
明
書
一
枚
ご
と
に
三
〇
〇
円
と
な
 

，
・
（
・
．
●
・
・
 

住
民
課
よ
り
お
知
ら
せ
 

同
和
地
区
出
産
助
成
金
が
四
月
一
日
 

よ
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

出
産
さ
れ
た
方
は
窓
口
で
申
請
を
す
 

（
田
川
税
務
署
）
 

れ
ば
、
県
よ
り
出
産
助
成
金
が
も
ら
え
 

ま
す
。
 

出
産
（
届
出
を
し
た
も
の
）
の
場
合
 

O

一
児
の
と
き
 

四
〇
、
〇
〇
〇
円
 

O
二
児
以
上
の
と
き
 

六
〇
、
〇
〇
〇
円
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(5) 昭和56年5月1 日 

土

地

取

引

の

届

出

制

度

 

日
本
の
国
土
、
三
十
七
万
平
方
キ
ロ
 

は
、
生
活
と
生
産
を
通
じ
た
活
動
の
基
 

盤
と
し
て
、
私
た
ち
が
祖
先
か
ら
受
け
 

継
ぎ
、
後
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
大
切
な
資
源
で
す
。
 

昭
和
四
十
七
、
八
年
ご
ろ
に
問
題
と
 

な
っ
た
よ
う
に
、
土
地
の
買
い
占
め
や
 

地
価
の
暴
騰
で
、
国
土
利
用
を
混
乱
に
 

お
と
し
い
れ
る
と
い
っ
た
事
態
は
、
一
一
 

度
と
起
こ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
 

土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
 

防
ぐ
た
め
に
、
 
一
定
面
積
以
上
の
土
 

地
取
引
を
行
う
両
当
事
者
（
売
買
の
場
 

合
は
売
り
主
と
買
い
主
）
に
、
届
け
出
 

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
 

で
に
、
取
引
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
あ
 

る
市
長
村
の
長
を
経
由
し
て
都
道
府
県
 

知
事
（
そ
の
土
地
が
政
令
指
定
市
に
あ
 

る
場
合
は
、
直
接
そ
の
市
長
）
に
、
取
 

届出から契約まで 

引
で
予
定
し
て
い
る
代
金
の
額
、
そ
の
 

土
地
の
利
用
目
的
な
ど
を
記
入
し
た
届
 

出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
取
 

引
は
、
次
の
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買
 

・
交
換
・
代
物
弁
済
（
例
え
ば
金
銭
の
 

代
わ
り
に
土
地
で
支
払
い
を
す
る
場
合
）
 

・
地
上
権
の
設
定
・
賃
貸
借
契
約
を
行
 

う
場
合
で
す
。
 

①
市
街
化
区
域
 

二
千
平
方
メ
ー
ト
 

ル
（
約
六
百
坪
）
 

②
都
市
計
画
区
域
 

（
①
を
除
く
）
 

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
 

⑧
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
 

一
万
 

平
方
メ
ー
ト
ル
 

な
お
、
次
の
場
合
に
も
届
け
出
が
必
 

要
で
す
。
 

▽
小
規
模
な
土
地
の
所
有
者
多
数
か
ら
 

土
地
を
購
入
す
る
場
合
や
、
面
積
の
大
 

き
な
土
地
を
多
く
の
区
画
に
分
け
て
売
 

却
す
る
場
合
の
よ
う
に
個
々
の
取
引
面
 

積
が
小
さ
く
て
も
合
計
す
れ
ば
前
記
の
 

面
積
以
上
に
な
る
場
合
 

▽
立
ち
木
・
建
物
な
ど
を
土
地
と
一
緒
 

に
取
引
す
る
場
合
 

▽
売
買
・
代
物
弁
済
等
の
予
約
を
す
る
 

場
合
 

届
け
出
を
受
け
た
知
事
、
政
令
指
定
 

市
の
長
は
、
取
引
価
格
や
利
用
目
的
を
 

審
査
し
、
問
題
が
な
け
れ
ば
、
届
出
日
 

か
ら
六
週
間
以
内
に
文
書
で
通
知
し
ま
 

す
。
こ
の
通
知
を
受
け
と
れ
ば
、
初
め
 

て
契
約
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
適
正
で
な
い
点
が
あ
る
と
き
 

は
、
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
土
地
 

利
用
審
査
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
取
引
 

の
中
止
、
価
格
の
引
き
下
げ
な
ど
の
勧
 

告
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

も
し
、
届
け
出
を
し
な
い
で
土
地
取
 

引
を
す
る
と
、
六
か
月
以
下
の
懲
役
ま
 

た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
 

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
 

だ
さ
い
。
な
お
届
出
用
紙
は
、
市
町
村
 

役
場
・
都
道
府
県
庁
に
あ
り
ま
す
。
詳
 

し
い
こ
と
は
窓
ロ
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
暁
 

ー
事
業
所
統
計
調
査
ー
七
月
一
日
に
実
施
 

調

査

に

こ

協

力

を

 

昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
と
な
ら
ん
 

で
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
あ
 

る
「
事
業
所
統
計
調
査
」
が
七
月
一
日
 

全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
ス
 

タ
ー
ト
し
、
以
後
三
年
ご
と
に
行
わ
れ
 

て
い
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
経
済
活
動
 

の
基
礎
で
あ
る
事
業
所
の
実
態
を
全
国
 

な
ら
び
に
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
 

と
が
目
的
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
、
 

都
道
府
県
、
市
町
村
の
行
政
や
経
済
施
 

策
を
は
じ
め
、
民
間
で
は
事
業
計
画
を
 

立
て
る
際
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
 

れ
ま
す
。
 

調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
会
社
、
 

工
場
、
商
店
、
病
院
・
学
校
の
他
、
官
 

公
庁
・
国
鉄
・
私
鉄
の
駅
、
ホ
テ
ル
．
 

旅
館
や
神
社
、
お
寺
に
い
た
る
ま
で
、
 

農
林
漁
家
を
除
く
全
国
約
六
百
三
十
万
 

の
事
業
所
で
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
次
の
三
つ
の
種
類
に
 

分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
 

【
甲
調
査
】
 

民
間
経
営
の
事
業
所
が
対
象
で
す
。
 

調
査
事
項
は
、
事
業
所
の
名
称
、
所
在
 

地
、
経
営
組
織
、
事
業
の
種
類
な
ど
九
 

項
目
で
す
が
、
会
社
の
本
社
事
業
所
の
 

場
合
は
こ
の
外
に
資
本
金
額
な
ど
四
項
 

目
が
加
え
ら
れ
ま
す
。
 

d

哨
剖
し
q
A
ノ
梶
者
、
直
二
昌
し
 
き
加
ロ
カ
α
右
し
田
．
【
ー
ノ
、
り
右
』
 

方

城

町

写

真

ク

ラ

ブ

 

一一 

月
 

例
 

会
 

（
カ
ラ
ー
）
 

一
席
 

松
井
清
司
 

「
飛
降
」
 

二
席
 

斉
藤
信
夫
 

「
冬
の
日
に
」
 

方

城

町

写

真

ク

ラ

ブ

 

三
 

月
 

例
 

会
 

（
カ
ラ
ー
）
 

一
席
 

長
川
昭
英
 

二
席
 

村
田
義
美
 

「
散
歩
」
 

三
席
 
中
山
勝
信
 

四
席
 
村
田
義
美
 

五
席
 
光
井
英
一
 

カ
ー
フ
ー
 

参
加
者
 
8 73 
名 点 

「
冬
景
色
」
 

「
ポ
チ
」
 

「
午
後
」
 

以
上
 

白
黒
 
18
 

点
 

今月の優秀作品（白黒）「サル」作 松井 清司 

今月は、松井さんの作品ですが、猿をポートレート的に撮って、大変見やすい 
写真に成っていると思います。また、天気の良い日だけでなく、雪の日、雨の日 

にも猿の写真を撮ってやると違った猿のー面を見る事が出来るのではないでしょ 
うか。 （早谷） 

三
席
 
松
井
清
司
 

四
席
 
光
井
英
一
 

「
野
点
」
 

以
上
 

カ
ラ
ー
 

86
 

点
 
白
黒
 

12
 

点
 

参
加
者
 
8
名
 

犯
罪
被
害
救
援
基
金
の
募
集
に
つ
い
て
 

通
り
魔
殺
人
や
、
爆
弾
事
件
な
ど
の
 

犯
罪
被
害
者
遺
児
に
光
を
与
え
、
立
派
 

凶
悪
な
犯
罪
に
よ
り
死
亡
し
た
り
、
重
 

な
社
会
人
に
育
て
る
た
め
、
な
に
ぶ
ん
 

障
害
を
負
っ
た
被
害
者
の
子
供
さ
ん
に
 

の
ご
協
力
、
ご
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

対
し
て
、
奨
学
金
を
支
給
す
る
た
め
の
 

な
お
、
募
金
は
六
月
ま
で
と
な
っ
て
 

財
団
法
人
「
犯
罪
被
害
救
援
基
金
」
が
 

お
り
、
警
察
本
部
警
務
課
（
電
話
、
o
 

近
く
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
～
、
，
！
ー
？
,
，
‘
く
β
？
鳳
J
,
x
l
、J
を
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
”
1
 

通
り
魔
殺
人
等
の
遺
族
に
給
付
金
を
支
 

給
す
る
制
度
は
、
本
年
一
月
の
犯
罪
被
 

害
者
等
給
付
金
法
の
施
行
に
よ
り
、
す
 

で
に
発
足
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
 

給
付
金
の
額
等
に
限
界
が
あ
り
、
ま
た
 

法
施
行
前
の
事
件
に
は
適
用
が
な
い
た
 

め
、
こ
の
制
度
だ
け
で
は
必
ず
し
も
、
 

犯
罪
被
害
者
及
び
そ
の
遺
族
の
救
済
に
 

十
分
で
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
特
に
凶
 

悪
事
件
の
被
害
遺
族
が
、
毎
年
全
国
で
 

一
四
〇
人
、
な
い
し
一
五
O
人
も
生
ま
 

れ
、
そ
の
多
く
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
 

就
学
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
実
情
を
 

考
え
ま
す
と
、
 
一
層
こ
の
感
を
深
く
い
 

た
し
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
子
供
さ
ん
達
 

に
奨
学
金
を
と
い
う
こ
と
で
、
財
団
法
 

人
設
立
の
運
び
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
 

ま
す
が
、
こ
の
法
人
の
設
立
運
営
基
金
 

は
、
広
く
国
民
各
層
か
ら
浄
財
を
募
る
 

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
警
察
が
財
団
法
 

人
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
募
金
に
協
 

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
 

就
学
し
た
く
て
も
で
き
な
い
気
の
毒
な
 一

 

季

節

の

話

題

 

メ

ー

デ

ー

 

一
日
は
、
ま
ず
勤
労
者
の
祭
典
、
メ
 

ー
デ
ー
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
日
を
 

動
労
者
の
祭
日
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
 

の
は
、
 

一
八
八
六
年
ァ
メ
リ
カ
の
労
働
 

団
体
が
全
国
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
 

し
て
、
 

一
日
八
時
間
労
働
を
闘
い
と
っ
 

た
勝
利
の
記
念
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
三
年
後
、
パ
リ
で
開
か
れ
た
第
ー
ー
 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
創
立
大
会
の
席
 

上
、
五
月
一
日
を
期
し
て
、
万
国
の
労
 

働
者
の
動
員
と
国
際
的
親
善
を
は
か
る
 

た
め
の
メ
ー
デ
ー
を
挙
行
す
る
こ
と
が
 

決
議
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
で
は
、
大
 

正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
、
東
京
の
上
 

野
公
園
で
行
わ
れ
た
の
が
最
初
で
、
昭
 

和
十
一
年
に
禁
止
さ
れ
る
ま
で
に
一
六
 

回
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後
、
す
 

ぐ
復
活
し
て
、
ま
す
ま
す
盛
大
に
な
っ
 

て
き
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お
り
 

で
す
。
 

『
乙
調
査
］
 

サ
ー
ビ
ス
業
の
う
ち
物
品
賃
貸
業
（
 

レ
ン
タ
カ
ー
、
貸
し
ボ
ー
ト
業
な
ど
）
、
 

旅
館
そ
の
他
の
宿
泊
所
、
ク
リ
ー
ニ
ン
 

グ
・
理
容
・
浴
場
業
、
映
画
館
・
娯
楽
 

業
、
自
動
車
整
備
業
・
駐
車
場
業
お
よ
 

び
そ
の
他
の
修
理
業
が
対
象
で
、
調
査
 

事
項
は
次
の
通
り
で
す
。
 

名
称
、
現
金
給
与
支
給
額
、
最
近
一
 

年
間
の
総
売
上
高
。
 

『
丙
調
査
】
 

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
公
共
企
業
 

体
の
事
業
所
を
対
象
に
、
事
業
所
の
名
 

称
、
所
在
地
、
事
業
の
種
類
、
職
員
数
 

の
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
の
方
法
で
す
が
「
甲
調
 

査
」
と
「
乙
調
査
」
は
都
道
府
県
知
事
 

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
六
月
下
 

旬
か
ら
す
べ
て
の
事
業
所
を
訪
問
し
て
 

調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し
、
七
月
中
旬
 

ま
で
に
回
収
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
 

は
、
調
査
員
が
、
直
接
聞
き
取
り
調
査
 

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

「
丙
調
査
」
は
、
調
査
員
に
よ
ら
ず
、
 

国
や
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
公
共
企
業
 

体
の
組
織
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

九
ニ
ー
七
四
一
ー
一
三
三
一
、
内
線
 

二
六
八
三
）
又
は
田
川
警
察
署
警
務
課
 

（
電
話
 

田
川
ニ
ー
二
一
ニ
〇
、
内
線
 

ニ
一
二
）
に
窓
口
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
 

，

有

段

を

目

指

し

て

 

出
題
 
本
因
坊
 

武
宮
 
正
樹
 

白
先
 

黒
死
五
手
ま
で
 

一 

●
ヒ
ン
ト
…
コ
ウ
に
な
ら
な
い
よ
う
一
 

黒
の
形
を
縮
め
て
い
き
三
目
ナ
カ
 

手
を
ね
ら
う
。
 

十
分
で
解
け
れ
ば
三
級
 

五
分
で
解
け
れ
ば
初
段
 

（
正
解
は
次
ペ
ー
ジ
）
一
 



) 

第123 号昭和弱年5月1日 広 報 ほ (6) ●つ よ
 

じ
 

●つ 

休

眠

組

合

の

整

埋

に

つ

い

て

 

第
九
一
回
通
常
国
会
で
、
中
小
企
業
 

等
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
が
可
決
成
 

立
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
休
眠
組
合
 

の
整
理
に
関
す
る
概
要
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

L
 

臨
時
的
措
置
 

永
年
に
わ
た
り
累
積
し
た
休
眠
組
合
 

を
整
理
す
る
た
め
、
昭
和
四
九
年
、
商
 

法
改
正
の
例
に
な
ら
い
、
昭
和
五
六
年
 

十
月
一
日
に
お
い
て
、
最
後
の
登
記
を
 

し
た
後
十
年
を
経
過
し
て
い
る
組
合
は
 

登
記
官
の
職
権
に
よ
り
解
散
と
さ
れ
ま
 

す。 
z
 

恒
久
的
措
置
 

今
後
の
休
眠
組
合
の
整
理
を
円
滑
化
 

す
る
た
め
、
解
散
命
令
を
発
す
る
場
合
 

に
、
業
務
改
善
命
令
を
出
す
こ
と
な
く
 

直
接
解
散
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
所
在
不
明
休
眠
組
合
に
対
し
 

て
行
政
庁
は
、
解
散
の
命
令
の
通
知
に
 

代
え
て
、
そ
の
要
旨
を
官
報
に
掲
載
す
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
う
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
こ
 

ろ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

福
岡
通
商
産
業
局
中
小
企
業
第
一
課
 

〇
九
一
一
（
四
三
一
）
 
一
三
〇
一
 

福
岡
県
商
工
部
商
工
振
興
課
、
〇
九
 

二
 
（
七
四
一
）
 
七
九
四
八
 

昭

和

五

六

年

 

一
一
級
建
築
士
試
験
の
概
要
 

L
 

試
験
日
 

場
所
 

同

和

教

育

入

門

講

座

 

受

講

生

募

集

 

社
会
同
和
教
育
の
一
環
と
し
て
、
教
 

育
委
員
会
で
は
、
昨
年
か
ら
「
同
和
教
 

育
入
門
講
座
」
を
は
じ
め
て
お
り
ま
し
 

た
が
、
今
年
度
は
系
統
的
学
習
を
目
標
 

に
（
流
動
的
な
受
講
生
の
募
集
で
な
く
）
 

年
間
受
講
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
 

記
 

o
実
施
期
間
 

o
日
 

時
 

o
場
 
所
 

o
対
 
象
 

o
年
会
費
 

昭
和
 56
 

年
5

月
よ
り
昭
 

和
 57 

年
3
月
ま
で
 

月
1

回
（
例
外
と
し
て
 

2
回
の
月
も
あ
り
）
ハ
 

ガ
キ
に
て
期
日
連
絡
 

19 

時
 30 

分
ー
 21
 

時
 

中
央
公
民
館
 

大
会
議
室
 

方
城
町
で
生
活
時
間
が
 

あ
る
者
 

一
〇
〇
〇
円
 

o
締
切
日
 

5
月
 30 

日
 

0
連
絡
先
 

中
央
公
民
館
同
和
教
育
 

係
（
電
話
②
4
3
0
0
) 

福
岡
県
旅
券
発
給
申
請
問
い
 

合
わ
せ
専
用
電
話
（
テ
レ
ホ
 

ン
サ
ー
ビ
ス
）
の
設
置
に
つ
 

い
て
 

こ
の
た
び
、
福
岡
県
で
は
、
多
様
化
 

す
る
旅
券
需
用
に
対
応
す
る
た
め
、
一
 

つ
の
対
策
と
し
て
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
 

に
よ
る
旅
券
発
給
申
請
問
い
合
わ
せ
用
 

専
用
電
話
を
、
次
の
と
お
り
設
置
い
た
 

し
ま
し
た
の
で
。
旅
券
の
発
給
申
請
に
 

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
専
用
 

電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

電
話
番
号
…
福
岡
（
O

九
二
）
七
六
一
 

七
七
O

一
番
 

目
的
…
旅
券
発
給
申
請
問
い
合
わ
せ
専
 

用
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
 

開
始
年
月
日
…
昭
和
五
六
年
三
月
一
日
 

一
ー
九
四
一
六
）
及
び
最
寄
り
の
県
 

土
木
事
務
所
建
築
課
並
び
に
北
九
州
 

「
学
科
試
験
」
 

「
受
付
期
間
」
 

市
建
築
局
指
導
部
審
査
課
・
同
市
各
 

7
月
 26 

日
（
日
）
 

「
設
計
製
図
試
験
」
 

9
月
 13
 

日
（
日
）
 

2
 

試
験
場
 

福
岡
市
西
区
七
隈
 11
 

福
岡
大
学
（
七
隈
学
舎
）
 

8

・ 
10
 

号
館
 

＆
 

受
験
申
込
の
受
付
期
間
及
び
受
付
 

昭
和
 56 

年
5
月
 11 

日
（
月
）
か
ら
 

区
役
所
（
小
倉
北
区
役
所
を
除
く
）
 

5
月
 15
 

日
（
金
）
ま
で
。
 

に
お
い
て
交
付
す
る
。
 

「
受
付
場
所
」
 

5
 

そ
の
他
 

県
庁
西
中
洲
分
館
及
び
県
土
木
事
 

m
 

受
験
資
格
及
び
手
続
き
等
に
関
 

務
所
建
築
課
 

す
る
問
合
わ
せ
の
窓
口
は
、
当
部
 

‘
 
受
験
案
内
及
び
申
込
用
紙
の
交
付
 

建
築
課
建
築
士
係
、
又
は
最
寄
り
 

4
月
 30
 

日
（
木
）
か
ら
県
庁
建
築
 

の
県
土
木
事
務
所
建
築
課
と
す
る
。
 

課
別
室
建
築
士
係
（
電
話
 
七
四
 

②
 

受
験
に
関
す
る
問
A
易
せ
及
び
 

受
験
案
内
等
を
郵
便
に
よ
り
請
求
 

す

る

場

合

は

、

受

験

区

分

（

 

学
科
か
ら
の
受
験
設
計
製
図
の
み
 

受
験
）
及
び
あ
て
先
、
郵
便
番
号
 

を
明
記
し
、
 
60 

円
切
手
を
は
っ
た
 

返
信
用
封
筒
を
必
ら
ず
同
封
す
る
 

こ
と
。
 

詰

碁

正

解

 

△
正
解
V
白
1

の
ッ
ケ
が
初
手
。
黒
2
 

の
オ
サ
ェ
の
と
き
、
白
3

と
ツ
ケ
を
き
 

か
せ
て
か
ら
、
5

の
ハ
ネ
で
死
。
 

香
 

典
 

返
 

し
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
の
 

か
た
が
た
か
ら
方
城
町
長
寿
会
に
高
額
 

な
香
典
返
し
を
受
け
ま
し
た
の
で
長
寿
 

会
の
た
め
最
も
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
 

戴
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
な
に
と
ぞ
 

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

方
城
町
長
寿
会
連
合
会
長
 
荒
川
豊
八
 

中
古
門
 
白
石
イ
シ
ェ
様
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迫 

谷 星 田 珠 星 町 場 六 

未
松
 

香
月
 

永
野
 

近
藤
 

白
石
 

中
村
 

桑
野
 

川
島
 

直
美
様
 

弘
義
様
 

敬
様
 

享
平
様
 

和
博
様
 

勲
様
 

菜
様
 

昭
男
様
 

稲
富
八
千
代
様
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一
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